
◎
法
令
上
、
学
校
規
模
の
標

準
は
、
学
級
数
に
よ
り
設
定

さ
れ
て
お
り
、
小
・
中
学
校

と
も
に
「
12
学
級
以
上
18
学

級
以
下
」
が
標
準
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、こ
の
標
準
は「
特

別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
こ

の
限
り
で
な
い
」
と
い
う
弾

力
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
留
意
が
必
要
で
す
。

　
吉
田
市
議
は
、「
再
編
」原

案
に
つ
い
て
、「
適
正
規
模
」

（
小
学
校
は
１
学
年
２
ク
ラ

ス
以
上
）に
す
る
た
め
の
機

械
的
な
「
あ
て
は
め
」
に
す

ぎ
な
い
と
指
摘
。「
効
率
化

よ
り
も
、一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
し
た
教
育
が
で
き
る

環
境
を
。小
さ
な
学
校
こ
そ

残
し
て
ほ
し
い
」
と
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
教
員
Ｏ
Ｂ
の
声
を

紹
介
し
、
小
規
模
が
ゆ
え

に
、
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

問
い
か
け
ま
し
た
。

　
地
元
住
民
の
意
見
を

　
聴
く
姿
勢
が
大
事

　
呉
羽
地
区
連
合
自
治
振

興
会
主
催
の
「
出
前
説
明

会
」（
11
月
13
日
）で
は
、
市

教
委
の
担
当
者
が
「
審
議
会

で
審
議
中
で
あ
り
、
意
見
表

明
や
質
問
に
は
お
答
え
で

き
な
い
」
と
述
べ
、
一
切
質

問
を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
最
終
答
申
」ま
で
に
、
審

議
会
と
し
て
対
象
地
域
の

意
見
・
要
望
を
聴
く
べ
き

と
求
め
ま
し
た
が
、
市
教
委

は
、
４
月
以
降
に
地
域
に
出

か
け
て
聴
く
と
の
答
弁
に

終
始
し
ま
し
た
。

市
長
「
今
の
時
期
に
見
解
を

言
う
の
は
適
切
で
な
い
」

　
山
田
・
細
入
地
域
の
住

民
の
み
な
さ
ん
が
「
学
校
の

存
続
を
」
と
市
長
に
要
望
書

を
出
し
、
住
民
署
名
も
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。吉
田
市
議

は
両
地
域
に
出
か
け
、
想
い

を
聴
い
て
、「
学
校
が
無
く

な
れ
ば
、
長
い
歴
史
を
も
つ

細
入
、
山
田
が
無
く
な
る
こ
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富山市議会
12月定例会

「適正規模」(　　）への機械的な統廃合は―

山
田
・
細
入
の
学
校
存
続
を

小
規
模
校
が
世
界
の
流
れ

地
域
住
民
の
声
を
受
け
と
め

「小規模校こそ残せ」赤星・吉田市議

詳しくは富山市議会インターネット中継（録画）を
ごらんください。ケーブルテレビは本会議当日の生中継のみです。

富山市議会インターネット中継 検索←←

地域の「活性化」と大きく矛盾

一般質問で

総務文教委員会で

　
赤
星
ゆ
か
り
市
議
は
総
務

文
教
委
員
会
で
、
市
教
育
委

員
会
が
小
・
中
学
校
再
編
の

根
拠
と
し
て
い
る
学
校
の

「
適
正
規
模
（
１
学
年
12
〜
18

学
級
）」
に
つ
い
て
、
根
拠
が

薄
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

文
科
省
『
手
引
』
で
も
「
弾
力
的

な
も
の
」「
こ
の
点
に
留
意
を
」

吉田おさむ議員（12/7 本会議）赤星ゆかり議員（12/9 本会議）

　
12
月
定
例
会
で
、
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

吉
田
お
さ
む
市
議
と
赤
星
ゆ
か
り
市
議
が
一
般
質
問
と
委
員
会
で
取
り
上
げ
、
地
域
の

「
活
性
化
」
と
大
き
く
矛
盾
す
る
「
統
廃
合
案
」
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
現
在
、「
通

学
地
域
審
議
会
」
で
「
再
編
」
原
案
を
審
議
中
で
、
２
月
に
最
終
答
申
す
る
予
定
で
す
。

小・中学校 統廃合の対象校
（「再編」原案；赤文字が対象校）

※水橋小・中・（※①）と八尾中学校（※②）は地域の合意済。

パブリックコメント
「再編」原案に反対90％

全
学
年
１
学
級
、生
徒
数
100
人
程
度

●婦中・朝日小学校は小規模特認
校としてＨ29 年４月 40 人から現
在 60 人（地区外 15 人）、Ｒ４年度
は 70 人になる予定。…小規模特認
校を残してほしい。
●学校が無くなることは信じがた
い。長きにわたって築いてきた地域
の生活、文化、歴史の根底をなす学
校が無くなることは死活問題。合併
前の活気は無い。地域の笑顔を戻
し、後世に山田を残したい。
●１時間半もかけて通学。子育て世
代や若者が村を去ることにならな
いか。人の営みに対して、経費削減
だけでいいのか。再考を。
●数合わせで再編するのは反対。細
入の小・中学校は、ユネスコスクー
ルなど特色があり成果もあげてい
る。存続を。
●学校再編だけを議論するのでは
なく、地域の活性化のための目標や

計画を立てることが必要だ。
●もっと地域住民に説明を尽く
し、意見を聞いて決めてほしい。
●（細入から）学校を無くすること
は、地域をつぶすこと。文化、歴史、
つながりをなくすこと。住んでい
る近くに学校があることで地域の
特性を活かした学びができる。
●子どもたちの元気な姿を見るこ
とで地域は活性化する。学校統合
によって地域が衰退することは明
らか。
●（大沢野・船峅小は）発達障害児
専門のクラスを併設している。ぜ
ひ存続を願う。
●郡部出身の市長には、頑張って
小規模校の存続に尽力してほし
い。

※「声」の主旨のみの紹介で、文章表現は
　変えさせていただきました。

吉田議員の

2021年12/1～12/21

1 学年
2~3クラス

地域 小学校 中学校

富山中央
芝園、中央、西田地方
光陽、柳町、奥田北、
奥田、堀川

芝園、堀川、
南部、奥田、
大泉

富山北部 浜黒崎、岩瀬、萩浦、
大広田、針原、豊田 北部、岩瀬

和合 四方、八幡、草島、倉垣 和合

呉羽 呉羽、長岡、寒江、古沢、
老田、池多 呉羽

富山西部 桜谷、五福、神明 西部

富山南部 堀川南、蜷川、新保、
熊野、月岡 月岡、興南

富山東部
東部、山室、山室中部、
太田、広田、新庄、
新庄北、藤ノ木

東部、新庄、
山室、
藤ノ木

水橋 ※① 水橋中部、水橋西部、
水橋東部、三郷、上条 水橋、三成

大沢野 大沢野、大久保、船峅 大沢野
大山 上滝、大庄、福沢、小見 上滝
八尾 八尾、杉原、保内、樫尾 ※②八尾、杉原

婦中 速星、鵜坂、朝日、宮野、
古里、音川、神保 速星、城山

山田 山田 山田
細入 神通碧 楡原

14 地域
生活圏

再編対象校
　　　…30校 /65 校

5校 /26 校
（水橋・八尾含む）

554件554件

１
ク
ラ
ス
20
人
ぐ
ら
い

  

全
部
で
100
人
ぐ
ら
い
が
い
い

１
ク
ラ
ス
20
人
ぐ
ら
い

  

全
部
で
100
人
ぐ
ら
い
が
い
い

と
に
つ
な
が
る
と
の
危
機
感
を

感
じ
た
と
述
べ
、
藤
井
市
長
に

地
域
事
情
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
小
・
中
学
校
を
存
続
さ
せ

る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。藤
井

市
長
は
、「
地
域
の
要
望
は
受
け

と
め
て
い
る
。今
の
段
階
で
見

解
を
言
う
の
は
適
切
で
は
な

い
」と
明
言
を
避
け
ま
し
た
。

　
法
令
で
は
学
校
を
統
合
す
る
場
合

に
学
校
の
規
模
を
「
12
〜
18
学
級
」
と

す
れ
ば
、国
が
校
舎
や
体
育
館
の
建
築

費
の
２
分
の
１
を
負
担
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
て
、
文
科
省
発
行
の『
公
立

小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
等
に
関
す
る
手
引
』（
H
27
年
１
月
）

（
１
）
学
校
規
模
の
適
正
化
【
検
討
の
際
に

考
慮
す
べ
き
観
点
】の
冒
頭
に
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

（富山市教育委員会資料より市議会日本共産党が作成）

　市教委は「再編」原案について市民の意見を聞くパブリックコメン
トを実施（11/15 ～ 12/15）しました。554件の声が寄せられ、原
案に反対が 89.7％、賛成は 4.6％でした。　　（集計は日本共産党会派）
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つ
ま
り
、「
標
準
規
模
」

は
教
育
上
効
果
の
根
拠

で
も
な
く
、
し
か
も
絶
対

的
な
も
の
で
も
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
学
校
規
模
」も「
学
級
規
模
」

も
大
き
い
日
本
の
小
学
校

　「
ユ
ネ
ス
コ
文
化
統
計

年
鑑
１
９
９
９
」
に
よ
れ

ば
、
外
国
の
学
校
規
模

（
初
等
教
育
）
は
１
０
０

〜
２
０
０
人
程
度
で
１

学
年
１
学
級
、
ク
ラ
ス
替

え
な
し
が
一
般
的
で
す
。

「
１
ク
ラ
ス
20
人
ぐ
ら
い
、
全
部
で
100
人

ぐ
ら
い
が
一
番
い
い
、
す
べ
て
の
先
生
が

子
ど
も
全
員
を
分
か
る
。
校
区
も
広
く
な

ら
ず
、
地
域
と
一
体
化
し
た
人
間
味
あ
ふ

れ
る
教
育
に
な
る
。
世
界
の
教
育
学
者
も

同
じ
こ
と
を
言
っ
と
る
。」

2020 年３月13日富山新聞より　

南砺市教育長
松本 謙一さん
「学校の規模」に関して
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第２次

市天文台の廃止…

　
赤
星
市
議
は
、「
原
油
高

騰
に
よ
り
食
糧
品
や
様
々

な
物
資
が
値
上
が
り
し
市

民
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
い

る
」と
し
て
、
所
得
の
低
い

世
帯
に
灯
油
購
入
費
の
補

助
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。福
祉
保
健
部
長
が

「
福
祉
灯
油
」が
実
現

「
福
祉
灯
油
」が
実
現

「
配
慮
に
欠
け
る
」

「
青
い
自
転
車
」へ
の

　
　  広
告
料
な
ど
見
直
し
を

移転先の見通し、立たず移転先の見通し、立たず

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
５
、０
０
０
円

気
候
変
動
、学
校
再
編

「
生
理
の
貧
困
」対
策
な
ど

池
多
地
区

へ
の
説
明

1.6
億

吉田市議 「天体観察室」設置を求める

赤星市議が提起
  市議団、11/29 緊急申し入れ

「
早
急
に
検
討
す
る
」
と
答

弁
し
、12
月
補
正
予
算
で
実

現
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
つ
11
月
29

日
、
日
本
共
産
党
は
、
所
得

の
少
な
い
世
帯
や
生
活
保

護
世
帯
な
ど
に
対
し
て
一

世
帯
当
た
り
１
万
円（
少
な

12 月定例会 一般質問で９月定例会 一般質問で

←
天
文
台
廃
止
を
告
げ
る
看
板

→
雪
で
使
え
な
い
時
も
24
時
間
電
気
を

　
消
費（
年
間
約
８
万
７
千
kwh
）＝
一
般

　
家
庭
20
軒
分
く
ら
い
の
電
気
を
消
費
。

　
44
・
３
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
に
相
当
。

高値が続く灯油やガソリン
（2022.1.15 撮影）

　
９
月
定
例
会
の
一
般

質
問（
９
月
13
日
）で
吉

田
お
さ
む
市
議
は
、
池

多
地
区
・
三
熊
の
市
天

文
台
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　
市
は
２
０
１
８
年
12

月
に
「
天
体
観
察
室
・

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
更
新

基
本
計
画
」
を
策
定
し

「
ま
ち
な
か
」
へ
の
移
転

の
方
向
を
打
ち
出
し
ま

し
た
が
、
そ
の
時
点
で

地
元
に
は
「
基
本
計
画
」

を
何
ら
説
明
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
池
多
地
区
自
治
振
興

会
等
に
は
、
昨
年
３
月

定
例
会
の
開
会
数
日
前

に
な
っ
て
初
め
て
訪

れ
、「
廃
止
す
る
の
で
了

解
を
」
と
い
う
〝
通
告

的
〞
で
は
な
か
っ
た
の
か

と
の
問
い
に
、
市
教
委
は

「
十
分
説
明
し
た
」と
答
弁
。

吉
田
市
議
は「
あ
ま
り
に
も

配
慮
に
か
け
た
対
応
」と
批

判
。周
辺
部
軽
視
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
市
教
委
は
移
転
先
に
つ

い
て
、
城
址
公
園
か
城
南
公

園
を
考
え
て
い
る
が
、
現
時

点
で
場
所
も
、
時
期
も
ま
っ

た
く
決
ま
っ
て
い
な
い
と

答
弁
し
ま
し
た
。

く
て
も
５
千
円
）の
灯
油
購

入
費
補
助
を
行
う
よ
う「
福

祉
灯
油
」
の
緊
急
申
し
入

れ
、「
市
民
が
主
人
公
の
富

山
市
政
を
つ
く
る
会
」も
11

月
30
日
、来
年
度
予
算
要
望

の
な
か
で
、生
活
困
窮
者
に

光
熱
費
や
防
寒
用
品
な
ど

の
助
成
を
行
う
こ
と
を
求

め
て
い
ま
し
た
。

　
富
山
市
議
会
日
本
共

産
党
は
12
月
24
日
、
２

０
２
２
年
度
富
山
市
予

算
に
あ
た
っ
て
の
市
長

あ
て
の
要
望
書
を
提
出

３
年

越
し

「
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」

「
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」の
見
直
し
を

　
吉
田
市
議
は
、「
第
２
期
総

合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
案
」

に
対
し
て
、
反
対
討
論
を
し
ま

し
た
。

再
開
発
に
約
20
年
間
で

　
４
２
０
億
円
投
入
　

　
討
論
で
は
、「
選
択
と
集
中
」

の
考
え
方
で
す
す
め
ら
れ
た

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
は
、

中
心
部
に
集
中
投
資
す
る
一

方
で
、
周
辺
地
域
は
〝
切
り
捨

て
る
〞
側
面
が
あ
る
と
指
摘
。

　
森
前
市
政
の
間
に
完
成
し

た
市
街
地
再
開
発
事
業
は
10

カ
所
で
総
事
業
費
が
約
８
１

５
億
円
、
そ
の
う
ち
国
・
県
・

市
か
ら
の
補
助
金
等
は
４
２

０
億
円
超
の
税
金
が
投
入
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
中
心
部
の

商
店
街
の
「
活
性
化
」
に
は
ほ

ど
遠
い
寂
し
さ
が
あ
る
と
訴

アヴィレ

今本副市長に手渡し、懇談（12/24）

●
防
災
備
蓄
に
生
理
用

　
品
な
ど
追
加
補
正
予
算

　
災
害
時
の
避
難
所
な
ど

の
備
蓄
品
に
間
仕
切
り
テ

ン
ト
や
簡
易
ト
イ
レ
、
生

理
用
品
、
紙
お
む
つ
な
ど

内
容
を
充
実
強
化
す
る
予

算
が
約
８
千
万
円
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
の
毎
年
の
予
算
要
求
で

備
蓄
内
容
充
実
や
、
赤
星

市
議
の
６
月
議
会
一
般
質

問
「
生
理
の
貧
困
」
対
策

な
ど
で
求
め
て
い
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
赤
星
・
吉
田

両
市
議
が
今
本
雅
祥
副

市
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
懇
談
。
１
９
０
項
目

の
要
望
の
な
か
で
、小
・

中
学
校
「
再
編
」
問
題
、

気
候
危
機
打
開
の
市
の

取
組
み
、
小
・
中
学
校

の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

常
備
な
ど
で
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

身
近
な
地
域
要
望
も

　
要
望
書
に
は
、
49
項

目
の
地
域
要
望
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

え
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
後
期
基
本
計
画
」

は
、
藤
井
市
長
の
も
と
で
策
定

さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
を
検
証
し
、

〝
光
と
影
〞
を
直
視
す
べ
き

と
強
調
。中
心
部
の
固
定
資
産

税
の
増
収
分
を
周
辺
部
に
還

流
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
る
が

実
際
に
は
還
流
さ
れ
て
い
な

い
、〝
合
併
の
検
証
〞
を
し
て

「
後
期
計
画
」
に
反
映
さ
せ
る

べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
青
い
自
転
車

見
直
し
・
廃
止
を
求
め
る

　
最
後
に
、
15
年
間
で
約
８
億

超
を
使
っ
た
「
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ン

キ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
と
、
青

い
自
転
車
「
ア
ヴ
ィ
レ
」
の
見

直
し
、廃
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
長
岡
地
区
に
あ

る「
北
代
縄
文
館
」

の
エ
ア
コ
ン
設
備

が
３
年
間
も
故
障

の
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。修

繕
へ

　
令
和
２
年
６
月

定
例
会
で
補
正
予

算
（
約
２
６
０
万

円
）
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
国
の
補

助
金
が
つ
か
ず
未

執
行
に
。
吉
田
市

議
は
赤
星
市
議
と

と
も
に
現
地
を
訪
問
し
、

必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
吉
田
市
議
が
「
急
い
で

修
繕
す
べ
だ
」
と
求
め
、

市
教
委
は
、
令
和
４
年
の

夏
ま
で
に
は
修
繕
す
る
手

立
て
を
講
じ
た
い
と
前
向

き
の
答
弁
を
し
ま
し
た
。

北代「縄文館」の空調北代「縄文館」の空調

　
２
０
１
０
年
の
導
入
か

ら
こ
れ
ま
で
、
自
転
車
及
び

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
広
告
パ
ネ

ル
増
設
な
ど
ハ
ー
ド
面
の

補
助
金
が
計
約

、
広
告
料
な
ど
に

、を
超
え
、
こ

の
他
に
市
民
文
化
事
業
団

が
支
払
っ
て
い
る
広
告
料

も
９
年
間
で

に
も
な
っ
て
い
る

事
が
、
市
の
答
弁
で
明
ら
か

に
。し
か
も
こ
の
多
額
の
投

資
は
運
営
会
社
の
海
外
資

本
の
大
手
広
告
企
業
へ
吸

い
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
自
転
車
の
利
用
実

績
は
１
台
あ
た
り
１
日
０
・

89
回
、
１
回
あ
た
り
平
均

９
・
14
分
。

　
赤
星
市
議
は
９
月
議
会

の
一
般
質
問
で
、「『
費
用
対

効
果
』
が
疑
問
す
ぎ
る
。最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

（
地
方
自
治
法
）
の
原

則
に
も
反
す
る
」
と
指

摘
し
、
こ
れ
を
続
け
る

の
か
た
だ
し
ま
し
た
。

　
藤
井
市
長
は
、「
デ

ザ
イ
ン
性
の
高
い
シ

ス
テ
ム
外
観
が
都
市

の
格
を
上
げ
、
風
情
や

お
し
ゃ
れ
感
を
醸
成

し
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促

進
す
る
二
次
交
通
の
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
中
心

市
街
地
の
回
遊
性
を
高
め
、

活
性
化
に
寄
与
」「
生
活
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

き
た
」と
評
価
し
、「
現
行
の

シ
ス
テ
ム
で
引
き
続
き
運

用
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

「縄文館」●
家
庭
ご
み
有
料
化
、な
ぜ

　
杉
谷
環
境
部
長
は
「
ご
み

減
量
化
に
つ
な
が
る
」「
他

都
市
で
導
入
さ
れ
効
果
」、

家
庭
ご
み
の
組
成
分
析
で

実
態
把
握
を
行
い
、
国
の
手

引
き
を
参
考
に
「
他
都
市
の

先
行
事
例
を
詳
細
に
調
査

し
導
入
効
果
の
比
較
検
討

を
行
な
っ
て
き
た
」
と
答

弁
。赤
星
市
議
は
、
ご
み
を

本
当
に
減
ら
す
に
は
有
料

化
で
は
な
く
発
生
抑
制
策

が
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

●
給
食
費
月
500
円
U
P

　
　
　
値
上
げ
回
避
を

　
市
教
委
は
原
材
料
等
高

騰
を
理
由
に
給
食
費
値
上

げ
を
発
表
。赤
星
市
議
は
、

無
償
化
す
る
自
治
体
も
あ

る
、
市
が
補
助
し
て
値
上
げ

吉
田
市
議

市
市
民
文
化
事
業
団

1.1
億

総
務
文
教

委
員
会

赤星議員の


